
  

 

 

1,890円（当センター割引あり） 

 

                       

尼
崎
安
全
セ
ン
タ
ー
は
、
六
月
は
ク

ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク
の
集
会
に
全
力
を
挙
げ

て
い
ま
す
。 

 

こ
の
二
二
日
も
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー

に
約
二
六
〇
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
今

年
も
阪
神
医
療
生
協
を
中
心
に
ひ
ま
わ

り
医
療
生
協
、
尼
崎
市
職
労
や
市
水
道

労
組
、
ヤ
ン
マ
ー
、
東
亜
バ
ル
ブ
、
日

本
板
硝
子
等
労
組
Ｏ
Ｂ
、 

関
西
労
職
研

な
ど
安
全
セ
ン
タ
ー
関
係
で
は
約
三
〇

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
（
患
者
と

家
族
の
会
尼
崎
支
部
は
約
七
〇
名
） 

 

今
年
は
い
つ
も
準
備
段
階
か
ら
応
援 

       

し
て
く
れ
て
い
る
日
板
共
闘
労
組
Ｏ
Ｂ

の
安
宅
さ
ん
か
ら
自
身
の
ア
ス
ベ
ス
ト

体
験
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

私
は
ア
ス
ベ
ス
ト
を 

吸
っ
て
い
る 

安
宅 

功
一 

 

私
は
現
在
六
九
歳
。
西
宮
Ｊ
Ｒ
名
塩

に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
生
ま
れ
は
尼
崎 

                

       

で
す
。
Ｊ
Ｒ
尼
崎
駅
か
ら
北
東
一
・
八

㎞
ぐ
ら
い
の
所
に
位
置
す
る
額
田
（
ぬ

か
だ
）
と
い
う
所
に
居
住
し
、
園
和
小

学
校
、
小
田
北
中
学
校
、
県
立
尼
崎
高

校
へ
と
進
み
ま
し
た
。
（
奇
し
く
も
こ

の
日
の
発
言
者
、
西
方
秀
夫
さ
ん
と
は

小
田
北
、
県
尼
で
同
じ
学
年
で
す
） 

高
校
時
代
は
Ｊ
Ｒ
尼
崎
駅
横
の
ガ
ー

ド
下
を
通
っ
て
通
学
し
て
い
ま
し
た
。

尼
崎
に
住
ん
で
い
た
一
七
年
間
、
ア
ス

ベ
ス
ト
を
吸
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。 

                

そ
の
後
四
四
年
間
勤
め
て
い
た
日
本

板
硝
子
を
退
職
し
て
六
年
に
な
り
ま
す

が
、
職
場
で
も
ア
ス
ベ
ス
ト
を
吸
っ
て

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ガ
ラ
ス
を
扱

う
職
場
は
高
温
作
業
を
伴
い
、
ア
ス
ベ

ス
ト
は
断
熱
材
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も

の
で
し
た
。
（
今
年
集
会
で
配
布
さ
れ

た
『
緩
慢
な
る
惨
劇
に…

』
№
八
、
一

一
二
頁
に
末
吉
さ
ん
が
報
告
し
て
い
ま

す
。
） 多

い
県
尼
高
卒
の
被
害
者 

私
が
ク
ボ
タ
集
会
に
参
加
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
労
働
組
合
の
関
係
で
、

尼
崎
労
働
者
安
全
衛
生
セ
ン
タ
ー
に
関

わ
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
退
職
後
も
こ

の
集
会
に
は
参
加
し
お
手
伝
い
も
し
て

い
ま
す
。 

集
会
で
こ
れ
ま
で
い
た
だ
い
た
冊
子 

                

の
中
で
、
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
の
中
に

県
尼
卒
業
生
が
意
外
と
多
い
の
に
驚
く

と
同
時
に
心
を
痛
め
て
い
ま
す
。
私
は

退
職
後
も
会
社
負
担
で
年
一
回
の
じ
ん

肺
検
診
を
受
け
て
お
り
、
異
常
は
あ
り

ま
せ
ん
が
集
会
の
度
に
気
を
つ
け
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
尼
崎
集
会
で
は
、
参
加
者
の
数

も
多
い
の
で
す
が
、
近
年
活
動
の
広
が

り
を
感
じ
て
い
ま
す
。
患
者
と
家
族
の

会
の
皆
さ
ん
の
地
道
な
活
動
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
ア
ス
ベ

ス
ト
被
害
は
そ
の
使
用
量
の
推
移
か
ら

み
て
も
、
ま
す
ま
す
増
加
し
て
い
く
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

患
者
と
家
族
の
会
の
今
後
の
活
動
に

期
待
す
る
と
と
も
に
、
安
全
セ
ン
タ
ー

の
Ｏ
Ｂ
と
し
て
で
き
る
限
り
協
力
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

                

[発行] 

尼崎労働者安全衛生センター 

[連絡先] 

〒660-0802 

尼崎市長洲中通 1 - 7 - 6 

TEL・FAX 06-4950-6653  
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クボタショック 14年 

集会は 

今年も成功 

朝日 



  

                       

毎
年
参
加
し
て
く
れ
て
い
る
泉
南
の

写
真
も
出
て
き
ま
す
。
市
役
所
へ
建
築

関
係
な
ど
の
手
続
き
に
来
た
人
が
、
帰

り
に
よ
っ
て
く
れ
ま
す
。 

写
真
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
資
料
、
文
献
、
ア

ス
ベ
ス
ト
見
本
、
慰
霊
の
場
所―

や
は

り
、
ア
ス
ベ
ス
ト
資
料
セ
ン
タ
ー
が
必

要
で
す
。
ど
こ
か
い
い
ス
ー
ペ
ー
ス
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
（
泉
南
で
は
、
石

綿
被
害
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
梶
本
医
院

跡
地
に
当
時
の
遺
留
品
、
文
書
な
ど
展

示
。
） 

                  

西
方
さ
ん
は
手
作
り
の
カ
ー

ド
を
持
参
し
、
会
場
に
も
勇
気

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

              

              

説
明
す
る
今
井
さ
ん
、
彼
の
写
真
に
は

被
災
者
へ
の
愛
情
が
こ
も
っ
て
い
ま
す
。 

       
尼
崎
に
い
て
、
な
ん
と
な
く
目
に
飛

び
込
ん
で
く
る
事
業
所
と
い
う
の
が
あ

り
ま
す
。
た
と
え
ば
「
モ
ノ
タ
ロ
ウ
」
。

七
月
六
日
、
高
槻
の
産
廃
倉
庫
で
火
災

死
亡
事
故
が
あ
り
、
そ
れ
で
名
前
が
出

て
き
ま
し
た
。 

こ
の
倉
庫
で
、
昨
年
の
台
風
で
水
に

つ
か
っ
た
約
三
〇
〇
〇
本
の
モ
ノ
タ
ロ

ウ
製
ス
プ
レ
ー
管
の
ガ
ス
抜
き
作
業
を

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
抜
け
た
ガ
ス
に
引

火
の
疑
い
と
い
う
の
で
す
。
死
亡
二
人

の
う
ち
一
人
は
モ
ノ
タ
ロ
ウ
の
男
性
社

員
三
六
歳
、
そ
の
次
男
一
三
歳
も
重
体 

              

稲
村
市
長
は
毎
年
参
加
し
、
被
害
者
の

訴
え
に
耳
を
傾
け
て
お
ら
れ
ま
す
。 

      

と
な
っ
て
い
ま
す
。
業
務
上
過
失
致
死

の
疑
い
内
容
を
き
ち
ん
と
見
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

  

冠
婚
葬
祭
の
ベ
ル
コ
も
よ
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
ベ
ル
コ
の
報
告
書
に
よ
れ

ば
、
全
従
業
員
七
一
二
八
人
の
う
ち
正

社
員
は
わ
ず
か
三
二
人
。
（
二
〇
一
六

年
） ベ

ル
コ
の
代
理
店
と
そ
こ
の
一
年
契

約
の
労
働
者
に
つ
い
て
、
北
海
道
労
働

委
が
、
代
理
店
は
会
社
の
一
部
門
と
み

な
し
う
る
し
、
そ
こ
の
従
業
員
も
ベ
ル 

 

             

最
後
の
集
会
宣
言
ま
で
、
参
加
者
の
集

中
は
途
切
れ
ま
せ
ん
。 

 

コ
の
指
揮
命
令
下
に
あ
っ
た
と
し
て
、

労
働
組
合
を
結
成
し
た
二
人
の
労
働
者

の
雇
用
の
打
ち
切
り
を
認
め
ず
、
復
職

を
命
じ
ま
し
た
。 

 

実
際
は
そ
の
会
社
の
指
揮
命
令
下
に

あ
っ
て
も
、
業
務
委
託
契
約
な
ど
の
形

で
、
労
働
時
間
の
規
制
や
残
業
代
支
払

な
ど
一
切
関
知
し
な
い
と
い
う
や
り
方
。

あ
く
ど
い
で
す
ね
。 

 

他
に
も
人
事
政
策
室
に
い
た
ア
シ
ッ

ク
ス
の
社
員
が
育
児
休
業
か
ら
復
帰
し

た
後
、
い
や
が
ら
せ
で
物
流
子
会
社
の

梱
包
作
業
に
回
さ
れ
た
と
い
う
育
児
・

介
護
休
業
法
違
反
の
訴
え
。
法
律
で
は
、

育
児
休
業
の
取
得
を
理
由 

と
し
た
嫌
が
ら
せ
を
禁
じ 

て
い
ま
す
。
ア
シ
ッ
ク
ス 

は
い
て
る
？ 

（２）                                                  2019年 7月 20日                        E-mail: a4p8bv@bma.biglobe.ne.jp 

尼
崎
に
気
に
な
る
会
社
が 

二
〇
一
九
・
六
・
二
一 

毎
日
新
聞 


